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2023 年 5 月 1 日 

 

対話 AI「ChatGPT」は人間知性にとって脅威か福音か？ 

 

専修大学 商学部教授 

渡邊 隆彦 

ChatGPT は、マイクロソフトが出資する米国新興企業の OpenAI が開発した GPT-3.5

アーキテクチャをベースとする対話 AI（人工知能）である。現時点では、以下のような

利点と欠点を持つと言われている。 

【利点】 

・豊富な知識量： ChatGPT は、トレーニングデータとして大量の文章を用いて学習さ

れているため、豊富な知識を持っており、多岐にわたる質問に答えることができる。 

・多様な表現力： ChatGPT は、トレーニングデータに基づいて文章を生成することが

できるため、多様な表現力を持っており、自然な文章を生成することができる。 

・学習の進展： ChatGPT は、オンラインで学習を続けており、新しいデータが追加さ

れることにより、知識量が増えていくことが期待される。つまり、時代とともに進化し

ていく可能性がある。 

・パーソナライズされた対話： ChatGPTは、ユーザーの入力内容に基づいて、よりパー

ソナライズされた回答を生成することができるため、より自然な対話を行うことができ

る。 

【欠点】 

・偏った知識： ChatGPTは、トレーニングデータに基づいて学習するため、そのトレー

ニングデータに偏りがある場合、偏った知識を持っている可能性がある。そのため、正

確な情報を得るためには、他の情報源も参照する必要がある。 

・品質の安定性： ChatGPT の回答品質は、入力内容に大きく依存するため、入力内容

が適切でない場合、回答の品質が低下することがある。また、トレーニングデータに含

まれるミスや誤解も引き継がれるため、回答の品質に不安定さがあると言える。 

・プライバシー問題： ChatGPT は、ユーザーの入力内容を分析することができるため、

プライバシーの問題が生じる可能性がある。OpenAI は、この問題に対応するために、

ユーザーの個人情報を保護するための方針を明確にしているが、完全に解決することは

困難であると考えられる。 

・人間との違い： ChatGPT は、人工知能による対話システムであるため、人間との違
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いがある。例えば、感情や思考の表現に関しては、人間と異なる回答を返すことがある。

また、コミュニケーションにおいて、人間のような論理的な判断力や洞察力を持ってい

るわけではない。 

・依存性の問題： ChatGPT による対話は、楽しい体験になることがある。しかし、そ

れに依存してしまうことがあるため、問題となることがある。特に、対話が人間との対

話であることを認識できない場合、虚偽の情報や誤った情報に基づく判断をする可能性

があるため、注意が必要である。 

ここで種明かしをすると、ここまでの「ChatGPT の利点と欠点」の文章は、すべて

ChatGPT が生成したものである。体当たり実証主義者である私は、数日間にわたり

ChatGPTで遊んでみた（あるいは ChatGPTに遊ばれた）。その結果のいくつかを以下簡

単に紹介する。 

(1) 「日本の岸田首相の政策を評価してください」との質問に対しては、「私は人工知能

であり、政治的立場を持ちません。私は中立的な立場を維持し、情報を提供するこ

とに専念しています」と述べた後、いくつかの事実を羅列。政治的中立性を強く意

識している模様。 

(2) 「3 ヶ月先のドル円相場を予測し、その予測理由も教えてください」との質問には、

「私は為替相場の専門家ではありません」と渋ったが、数時間後に同じ質問をする

と「予測困難ではありますが」と言いながら「110～112円」という大胆な予測を披

露。しかしその予測理由として挙げたものが全て「ドル高円安要因」であり、意味

不明なポンコツ回答。 

(3) 「ヌートバーと貴景勝が漫才をするときの台本を作ってください」とお願いすると、

2 人が野球選手と力士であることは認識するも、まったく面白くない台本を作成。

「ブラックジョークを交えてよ」と追加注文したところ、「私は多くの人たちを不愉

快にはさせたくありません」とのお叱りを受けた。 

しかし私がいちばん驚いたのは、「ChatGPT の利点と欠点をまとめよ」といった「学

生に課すレポート課題的なテーマ」に対する ChatGPT の回答の出来の良さである。た

とえば、「コーポレートガバナンスにおける社外取締役の役割とその限界を述べよ」と

いう質問に対する回答は、どこにでも書いてあるような面白味のない内容ではあるもの

の、そつなく無難にまとめられたシロモノであり、学生がこれを提出してきたら合格点

を与えてしまいそうなものであった。これは大学教員にとって脅威である。 

「ChatGPT が生成した文章を ChatGPT 自体に読み込ませて『この文章が ChatGPT で

生成されたものか否か判定せよ』と問うと、『おそらくChatGPTで生成されたものです』

と返してくる」という記事を読んだことがあったので、これは学生への対抗手段として

使えそうだということで上記「ChatGPT の利点と欠点」の文章を ChatGPT に判定させ

たところ、なんと「この文章は ChatGPTによって生成されたものではありません。ただ

し ChatGPTに関する正確な情報を含んでいます」との「誤判定＆眉唾コメント」を返さ

れる始末。今後はレポート課題ではなく「持込み不可の試験」中心に学生の評価をした
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方が良さそうだな、と嘆息する結果と相成った。 

とは言うものの、数日にわたって ChatGPTと遊んだ（遊ばれた）個人的な感想として

は、現時点の ChatGPTは、鉄腕アトムのように人間と同等の知性を感じさせる存在、人

間知性を脅かす存在ではなく、こちら（人間）がコントロールできる鉄人 28 号のよう

な存在、それなりに頼れるけれどちょっぴり（かなり？）不完全な存在であった。私は、

今の ChatGPTであれば「愉快な相棒」としてお付き合いできそうに感じている。 

もっとも、ChatGPTの有料版はもっと性能が高く、さらに英語版（英語での質問・依

頼に対する回答、の意）は学習データの量が格段に多いため日本語版よりも回答の精度

が高いようである。鉄人 28 号も「あるときは正義の味方、あるときは悪魔の手先。い

いも悪いもリモコン次第」と主題歌でうたわれている（作詞：三木鶏郎）。ChatGPT が

いいも悪いも人間次第。今後も ChatGPTをはじめとする対話 AIと付き合いながら、対

話 AI と人間知性の関係がどう展開していくのか、見定めていきたい。 

以 上 

（2023年 3月 21日執筆） 

（ご意見・コメント等は takahiko@isc.senshu-u.ac.jp までお寄せください。） 

（IIMAメールマガジンへの寄稿） 
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